






要約:急性期に強い心血管異常を示さなかった 910 例の、退院後の当施設への受診状況と

その際の健康状況を調査した。約 10%の症例は発症 1 年半以後受診しなくなるが、全体と

して約半数以上は指示どうりに、約 3年毎の定期検診を受けていた。それらの例に新たな

冠動脈病変や有意の弁疾患等の発生は認められなかった。60 例につき血中脂肪プロフィ

ールを調査したが、冠動脈瘤例 60 例と比較しても有意差なく、正常児とほぼ同様であっ

た。今後も川崎病の予後解明のために、定期検診体制の拡充が望まれる。


